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去
る
、
六
月
八
日
㈬
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
、
第
四
回
定
時
社
員
総
会
を
開
催
し

た
。

　

当
日
は
、
石
巻
税
務
署
署
長　

後
藤
仁
志

様
、
宮
城
県
東
部
県
税
事
務
所
所
長　

大
泉

秀
一
様
、
石
巻
市
副
市
長　

菅
原
秀
幸
様
、

東
北
税
理
士
会
石
巻
支
部
副
支
部
長　

鶴
田

勇
治
様
、
当
会
と
姉
妹
法
人
会
で
あ
る
公
益

社
団
法
人
豊
島
法
人
会
会
長　

南
山
幸
弘
様

ほ
か
友
誼
団
体
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
臨
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
初
め
に
既
に
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
事
項
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

報
告
及
び
議
案
は
下
記
の
通
り

【
報
告
事
項
】

　

◇
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
の
件

　

◇
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

　

◇
平
成
二
十
八
年
度
予
算
報
告
の
件

【
議　
　

案
】

　

◇
第
一
号
議
案

　
　

平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　
　

|
監
事
監
査
報
告
|

　

◇
第
二
号
議
案

　
　

監
事
一
部
補
充
選
任
承
認
の
件

　
　
　

第
二
号
議
案　

役
員
一
部
補
充
選
任

　
　
　

の
件
に
つ
い
て
次
の
一
名
が
新
た
に

　
　
　

選
任
さ
れ
た
。

　
　
《
就　

任
》

　
　

監　

事明
石　

圭
生
（
石
巻
信
用
金
庫
）

　

◇
第
三
号
議
案

　
　

そ
の
他

　

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て
平
成

二
十
八
年
度
優
良
経
理
員
表
彰
と
会
員
増

強
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経
理
担
当
者
の

資
質
向
上
を
図
る
目
的
で
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
会
員
企
業
か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
年

以
上
の
勤
務
経
験
の
あ
る
優
秀
な
経
理
担

当
社
員
が
対
象
。
本
年
度
は
左
記
の
六
名

が
受
賞
し
た
。

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
は
、
会
員
増
強

運
動
の
一
環
と
し
て
こ
ち
ら
も
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
会
員
増
強
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
二
名
が
受
賞
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
総
務
委
員
会
で
審
査
し
表
彰

し
て
い
る
。

【
優
良
経
理
員
表
彰
者
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

佐
々
木
恵
子　

㈱
守
平
商
店

　

鈴
木　

安
隆　

石
菱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

　

遠
藤　

真
理　

協
立
塗
料
㈱

　

松
本　

佳
子　

㈲
千
代
田
ビ
ル
管
理

　

阿
部　

玲
子　
宮
城
原
子
力
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

藤
原
美
由
紀　

北
上
電
設
工
業
㈱

【
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
】

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

秋
月　

義
友　
ア
フ
ラ
ッ
ク
募
集
代
理
店

秋
月
保
険
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所

　

山
下　

明
美　

大
同
生
命
保
険
㈱

仙
台
支
社
石
巻
営
業
所

長
年
の
功
労
・
顕
著
な
貢
献
を
称
え

八
名
に
表
彰
状
な
ど
授
与

第
４
回  

定
時
社
員
総
会

石
巻
法
人
会

表彰
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平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
㈬
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
第
四
回
定
時
社
員
総
会
終
了
後
、
特
別
講
演

会
が
開
催
さ
れ
会
員
企
業
な
ど
か
ら
約
一
〇
〇
名
が

参
加
し
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

講
師
に
は
、
石
巻
税
務
署
署
長　

後
藤
仁
志
氏
を

お
迎
え
し
、「
改
正
消
費
税
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
し
た
。
今
回
予
定
さ
れ
て
い
た
増
税

は
平
成
三
十
一
年
十
月
に
延
期
さ
れ
た
が
、
一
〇
％

の
消
費
増
税
と
同
時
に
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
、
今
か
ら
始
め
て
お
く
べ
き

企
業
の
準
備
と
対
策
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
は
じ
め
に
軽
減
税
率
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
増
税
に
よ
っ
て
負
担
が
大
き
く
な
る
低
所

得
層
の
救
済
の
為
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
で
生

活
必
需
品
の
税
率
が
低
く
な
り
公
平
な
税
徴
収
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
お
酒
好
き
で
知
ら
れ
る
後
藤
署
長
か
ら
過

去
赴
任
さ
れ
た
土
地
土
地
で
の
お
酒
に
ま
つ
わ
る
小

話
や
宮
城
県
の
酒
蔵
の
お
す
す
め
銘
柄
な
ど
も
お
話

頂
き
、
前
半
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
笑
い
の
絶
え
な

い
講
演
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
㈬
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
、
青
年
部
会
平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

石
巻
税
務
署
署
長　

後
藤
仁
志
様
、
石
巻
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官　

藤
沢
孝
様
、
東
北
税
理
士

会
石
巻
支
部
支
部
長　

西
村
陽
一
様
、
一
般
社
団
法
人
石
巻

青
年
会
議
所
理
事
長　

佐
藤
大
介
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
木
村
知
樹
部
会
長
が
挨
拶
し
「
震
災
直
後

の
先
が
見
え
な
い
状
態
の
中
で
部
会
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
菅
松
前
部
会
長
か
ら
引
き
継
ぎ
、
早
い
も
の
で
す
で
に

一
年
が
過
ぎ
た
。
残
り
一
年
の
任
期
を
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
充
実
し
た
部
会
活
動
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
上
程
し
た
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

総
会
後
行
わ
れ
た
会
員
交
流
会
で
は
、
卒
業
会
員
へ
の
卒

業
証
書
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
今
回
は
鶴
岡
相
談
役

と
菅
松
前
部
会
長
が
代
表
し
て
受
け
取
っ
た
。
お
二
人
は
震

災
前
後
の
六
年
間
を
部
会
長
と
し
て
支
え
、
今
日
の
部
会
活

動
へ
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

そ
ん
な
お
二
人
を
交
え
た
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
今
後
の
部
会
活

動
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
た
熱
い
会
話
が
聞
こ
え
、
本
年
度

も
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
、
五
月

二
十
六
日
㈭
に
、
石
巻
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
石
巻

税
務
署
署
長
後
藤
仁
志
様

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
を

お
招
き
し
て
平
成
二
十
八

年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
・

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ

れ
、
総
会
は
滞
り
な
く
閉

会
致
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、

第
二
部
と
し
て
公
開
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

　

青
年
部
会　

平
成
二
十
八
年
度　

通
常
総
会

　

女
性
部
会　

平
成
二
十
八
年
度　

通
常
総
会

演　

題
「
褒
め
る
言
葉
の
力
」

講　

師　

こ
と
の
は
語　

木
村
悠
方
子 

氏

講師の石巻税務署署長
後藤　仁志 氏

〜
改
正
消
費
税
に
つ
い
て
〜

第
４
回
定
時
社
員
総
会

特
別
講
演
会
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昨
年
度
は
、
石
巻
と
ロ
シ
ア
と
の
関
わ

り
を
三
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
海
外
で
活
躍
し
た
地
元
の
人
三

人
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
先

ず
初
め
は
、
牧
野
富
三
郎
と
い
う
人
物
で

す
。

　

慶
応
四
年（
一
八
六
八
）九
月
段
階
で
明

治
元
年
と
改
元
さ
れ
る
こ
の
年
に
、
支
配

層（
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
）が
国
の
政
権

を
巡
っ
て
戊
辰
戦
争
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
庶
民
の
中
に
も
現
実
を

変
え
よ
う
と
ハ
ワ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
と
い
う

行
動
に
で
た
人
達
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
契

約
の
三
年
経
過
後
、
帰
国
す
る
人
と
ハ
ワ

イ
に
残
る
人
と
に
分
か
れ
ま
す
。
現
地
に

残
っ
た
人
達
は
結
果
的
に
「
日
本
初
の
ハ

ワ
イ
移
民
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

以
後
の
ハ
ワ
イ
移
民
と
区
別
す
る
為
、「
元

年
者（
ガ
ン
ネ
ン
モ
ノ
）」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ワ
イ
へ
の
出

稼
ぎ
は
、
様
々
な
苦
難
に
満
ち
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
中
で
、
一
行
を
ま
と
め
祖
国

と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
た
の
が
牧
野
富

三
郎
で
す
。

　

こ
の
人
物
が
、
石
巻
出
身
と
言
わ
れ
る

の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料

は
現
時
点
で
石
巻
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、ハ
ワ
イ
に
渡
る
際
に「
航

海
日
記
」
を
書
い
た
佐
久
間
米
吉
が
語
っ

た
内
容
に
よ
っ
て
、
彼
が
石
巻
出
身
と
分

か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
彼
は
石
巻
村
の

権
兵
衛
の
枠
で
、
仙
台
藩
の
具
足
師
で
下

級
の
士
分
で
あ
り
「
牧
野
」
と
い
う
姓
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
若
い
と
き
に
放
蕩
を

し
た
挙
句
、
地
元
に
居
ら
れ
な
く
な
り
横

浜
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。彼
は
、

格
式
ば
っ
た
堅
苦
し
い
こ
と
が
嫌
い
で
、

義
侠
心
が
強
い
親
分
肌
で
皆
か
ら
好
か
れ

て
い
ま
し
た
。
若
禿
で
薬
缶
頭
の
彼
は
実

際
の
年
齢
よ
り
ず
っ
と
老
け
て
み
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
ハ
ワ
イ
に
渡
る
時
は
四
十
歳

代
で
、
渡
航
者
の
中
で
は
年
長
者
で
あ
っ

て
腕
力
も
あ
り
分
別
も
あ
り
ま
し
た
。
一

種
の
貫
録
も
あ
り
人
に
安
心
感
を
与
え
る

彼
は
、
横
浜
で
商
人
や
労
働
者
、
下
働
き

の
人
達
に
必
要
な
手
続
き
や
手
紙
の
代
筆

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
又
、
廓
の
遊

女
や
洋
妾（
ラ
シ
ャ
メ
ン
）達
に
も
人
気
が

あ
り
よ
く
恋
文
の
代
筆
を
頼
ま
れ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
更
に
西
洋
人
と
の
交
際
も

あ
り
片
言
の
英
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
た

そ
う
で
す
。
後
に
、
彼
が
ハ
ワ
イ
か
ら
日

本
の
外
務
省
に
提
出
し
た
文
書
か
ら
、
そ

の
教
養
と
力
量
を
推
し
量
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
渡
航
者
の

元
締
め
に
選
ば
れ
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

　

日
本
人
の
ハ
ワ
イ
出
稼
ぎ
が
実
現
す
る

の
は
、
ひ
と
え
に
ハ
ワ
イ
王
国
の
事
情
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
捕
鯨
に
支
え
ら
れ
て

い
た
ハ
ワ
イ
経
済
は
、
一
八
六
〇
年
に
入

り
捕
鯨
が
衰
退
す
る
と
、
砂
糖
・
コ
ー

ヒ
ー
・
米
等
の
栽
培
時
代
に
入
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
地
の
人
口
減
少
に
よ
り
労
働

力
不
足
を
招
き
、
中
国
人
を
雇
い
入
れ
る

こ
と
で
安
い
労
働
力
を
得
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
国
人
は
ハ
ワ
イ
で
商
才
を
発

揮
し
て
い
た
こ
と
と
、
排
他
的
で
ハ
ワ
イ

社
会
に
同
化
し
な
い
こ
と
で
彼
等
を
忌
避

す
る
動
き
が
で
て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、

一
八
六
四
年
に
移
住
民
局
を
設
置
し
中
国

人
以
外
の
労
働
力
を
日
本
人
に
求
め
よ
う

と
し
ま
す
。
そ
こ
で
ハ
ワ
イ
政
府
は
、
ハ

ワ
イ
と
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

人
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
を
日
本
総
領
事
に
任

命
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
ド
が
、
ハ
ワ
イ
政
府
の
意
向

を
受
け
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）六
月
、
新

聞
で
出
稼
ぎ
労
務
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

彼
は
、
日
本
人
の
木
村
庄
平
に
そ
の
斡
施

を
依
頼
し
、
江
戸
と
横
浜
を
中
心
に
人
集

め
を
始
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
日
本
の
政
権
交

代
の
は
ざ
ま
で
難
航
し
ま
す
。
募
集
を
始

め
て
半
年
後
の
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）

正
月
戊
辰
戦
争
が
起
き
て
、
四
月
十
一
日

に
は
江
戸
城
が
無
血
開
城
し
ま
す
。
ヴ
ァ

ン
・
リ
ー
ド
は
、
そ
の
日
を
挟
ん
だ
前
後

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

「
最
初
の
ハ
ワ
イ
移
民
の
元
締
め
」

石
巻
の
歴
史
か
ら 

④

〜 

石
巻
出
身
の
牧
野
富
三
郎 

〜



カウアイ島
22人

ラナイ島
4人

オアフ島  51人

71人
マウイ島  

ホノルル
モロカイ島

カフラウエ島太　　平　　洋

0 100㎞

ハワイ島

ニイハウ島

渡航者の配置先
（牧野富三郎の外務省への報告による）

石 巻 法 人 会 広 報 誌 平成28年６月30日（5）第211号

三
回
に
わ
た
っ
て
、
三
五
〇
人
の
ハ
ワ

イ
渡
航
許
可
と
一
五
〇
人
分
の
印
章（
旅

券
）を
幕
府（
神
奈
川
奉
行
所
）か
ら
受
け

取
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
渡
航
に
関

す
る
幕
府
の
事
務
権
限
は
、
明
治
政
府
が

設
置
し
た
横
浜
裁
判
所
に
移
譲
さ
れ
て
い

ま
す
。
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
は
、
旅
券
を
受

領
す
る
と
、
英
国
の
帆
船
サ
イ
オ
ト
号

（
八
〇
〇
ト
ン
）を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
渡
航

者
を
乗
船
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
旧
幕
府

か
ら
の
印
章（
旅
券
）を
返
納
し
て
、
新
政

府
か
ら
の
渡
航
許
可
と
旅
券
の
発
給
を
求

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
政
府
は
許
可
を

与
え
ま
せ
ん
。
彼
を
ハ
ワ
イ
王
国
の
代
表

と
認
め
な
か
っ
た
こ
と
と
、
奴
隷
に
さ
れ

る
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
た
め
で
し
た
。
交

渉
は
進
展
せ
ず
、
遂
に
リ
ー
ド
は
裁
判
所

判
事
寺
島
陶
蔵（
後
の
宗
則
）宛
に
文
書
を

提
出
し
た
上
で
、
四
月
二
十
五
日
サ
イ
オ

ト
号
は
、一
五
三
人
の
渡
航
者
を
乗
せ
て
、

横
浜
港
を
出
帆
し
ま
し
た
。

　

出
港
は
し
た
も
の
の
、
嵐
の
為
の
船
酔

い
で
、
食
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
五
日
目
以
降
で
し
た
。
そ
の
う
え
、
米

は
積
み
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
魚
・
鳥
・

野
菜
等
は
無
く
偏
っ
た
食
事
に
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
辛
か
っ
た
の
は
火

災
予
防
の
為
の
船
内
禁
煙
で
し
た
。
そ
の

規
則
を
破
り
罰
と
し
て
手
錠
を
か
け
ら
れ

る
者
ま
で
出
ま
し
た
。
三
十
四
日
に
も
及

ぶ
航
海
中
の
禁
煙
は
、
喫
煙
者
に
と
っ
て

辛
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
オ
ト
号
は
、
五
月
一
日（
太
陽
暦

で
は
六
月
十
九
日
）に
ホ
ノ
ル
ル
港
に
着

き
、
渡
航
者
は
、
二
週
間
の
休
養
の
後
、

ハ
ワ
イ
諸
島
の
内
、
四
つ
の
島
の
農
園
に

そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ノ
ル
ル

の
場
合
、
農
園
で
な
く
家
庭
奉
公
人
に

な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

就
労
開
始
二
〜
三
か
月
経
過
し
た
段
階

で
、
労
使
双
方
か
ら
の
苦
情
が
表
面
化
し

ま
す
。

　

渡
航
者
は
、
日
本
と
は
気
候
、
風
俗
、

習
慣
、
言
語
が
違
う
土
地
で
、
予
期
せ
ぬ

虐
待
と
契
約
不
履
行
と
い
う
状
況
に
置
か

れ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
雇
用
者
側
は
、
お
喋
り
を
し
な

が
ら
時
々
手
を
休
め
る
就
労
態
度
に
不
満

を
持
ち
ま
し
た
。
ル
ナ（
人
夫
監
督
）は
鞭

で
打
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
言
葉
が
通

じ
な
い
こ
と
か
ら
く
る
反
抗
的
態
度
を
快

く
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
酷

暑
で
の
労
働
が
も
と
で
死
者
が
で
た
り
、

「
ウ
ル
パ
ラ
ク
ア
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
抗

議
行
動
が
起
き
て
投
獄
者
や
自
殺
者
ま
で

出
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
苦
境
を
救
う
べ
く
富
三
郎
は

懸
命
に
行
動
し
ま
し
た
。
明
治
政
府
に
対

し
渡
航
者
の
近
況
と
ハ
ワ
イ
の
現
状
を
知

ら
せ
そ
の
解
決
を
求
め
た
の
で
す
。彼
は
、

帰
国
す
る
中
国
人
に
嘆
願
書
を
託
す
る
な

ど
機
会
あ
る
毎
に
、
政
府
に
訴
え
続
け
ま

し
た
が
、
政
府
の
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

政
府
が
動
き
出
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
勧
告
に
よ
っ
て
で
、
や
っ
と
米
英

仏
オ
ラ
ン
ダ
の
公
使
に
意
見
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
上
野
景
範
が
使
節
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

異
国
の
苦
し
い
状
況
の
中
で
牧
野
富
三

郎
の
果
た
し
た
役
割
、
意
義
は
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
渡
航
者
の
元
締
め
と
し
て
出
航
以
来
そ

の
世
話
と
監
督
に
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
。

②
日
本
政
府
に
対
し
ハ
ワ
イ
渡
航
者
の
現

状
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
そ
の

善
処
方
を
求
め
た
こ
と
で
す
。
彼
の
情

報
は
、
政
府
が
外
交
問
題
と
し
て
交
渉

す
る
際
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
上
野
景

範
使
節
が
、
ハ
ワ
イ
政
府
に
四
十
名
前

後
の
即
時
帰
国
を
求
め
て
実
現
さ
せ
て

い
る
の
は
、
彼
か
ら
の
情
報
が
生
き
た

か
ら
で
し
た
。

③
三
年
目
の
契
約
期
限
が
終
了
す
る
に
際

し
て
、
彼
は
各
人
の
身
の
振
り
方
に
つ

い
て
相
談
に
乗
り
支
援
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

渡
航
人
の
元
締
め
と
し
て
の
責
務
を
果

た
し
た
富
三
郎
は
一
八
七
一
年（
明
治
四

年
）十
月
二
十
四
日
、
汽
船
モ
ゼ
ス
・
テ

イ
ラ
ー
号
で
ハ
ワ
イ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
渡
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
日
本
に

帰
国
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の

形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
代
書
人
を
し

て
い
る
の
を
見
か
け
た
と
い
う
伝
聞
も
あ

り
ま
す
が
、
渡
米
後
の
確
た
る
消
息
は
何

一
つ
な
く
、
牧
野
富
三
郎
は
歴
史
の
闇
の

中
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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事
報
業
告

日　　時　平成28年4月7日㈭　13：30日　　時　平成28年4月7日㈭　13：30
会　　場　石巻グランドホテル会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈱ニュークリエイトマネジメント講　　師　㈱ニュークリエイトマネジメント
　　　　　　　　　　経営支援部 中小企業診断士　経営支援部 中小企業診断士　木村　仁 氏木村　仁 氏

参加者数　56名（会員・非会員含む）参加者数　56名（会員・非会員含む）

平成28年度新入社員育成セミナー平成28年度新入社員育成セミナー本部会

日　　時　平成28年4月14日㈭・15日㈮　11：00日　　時　平成28年4月14日㈭・15日㈮　11：00
会　　場　ビックパレットふくしま　会　　場　ビックパレットふくしま　
【記念講演】【記念講演】
演　　題：演　　題：「伝わることの大切さ　伝わることのすばらしさ」「伝わることの大切さ　伝わることのすばらしさ」
講　　師：大和田　新 氏講　　師：大和田　新 氏（フリーアナウンサー）（フリーアナウンサー）

参加者数　11名（部会員のみ）参加者数　11名（部会員のみ）

第11回法人会全国女性フォーラム福島大会第11回法人会全国女性フォーラム福島大会
女性
部会

青年
部会 視察研修会（青森県）視察研修会（青森県）

日　　時　平成28年6月3日㈮・4日㈯日　　時　平成28年6月3日㈮・4日㈯
会　　場　日本原燃㈱（青森県）ほか会　　場　日本原燃㈱（青森県）ほか

参加者数　7名（部会員のみ）参加者数　7名（部会員のみ）

日　　時　平成28年6月22日㈬　19：00日　　時　平成28年6月22日㈬　19：00
会　　場　石巻グランドホテル会　　場　石巻グランドホテル
演　　題　「落語で学ぶ相続と事業承継」演　　題　「落語で学ぶ相続と事業承継」
講　　師　㈱ブレーン講師　こころ亭久茶 師匠講　　師　㈱ブレーン講師　こころ亭久茶 師匠

参加者数　30名（会員・非会員含む）参加者数　30名（会員・非会員含む）

石巻間税会共催　平成28年度税務研修会石巻間税会共催　平成28年度税務研修会
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税理士　野　川　悟　志　　

給与がアップすると法人税が軽減されるの？
～経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答～　　

　　筆者紹介
野川悟志（のがわ・さとし）
1965年生まれ。国税庁課税総括課、国税局法人課税課などを経て、東京都品川区で税理士登録。
近著「免税店のはじめ方」（税務経理協会）、「税制改正経過一覧ハンドブック」（共著、大蔵財務協
会）、「間違うと痛い！印紙税の実務Ｑ&Ａ」（共著、大蔵財務協会）など。
ＨＰはしながわ税経事務所　で検索

　リサ　　社員の給与がアップすると法人税が軽減されると聞きましたが、どのような制度ですか。

サキ先生　お尋ねの制度は「所得拡大促進税制」ですね。これは、個人の所得水準の改善を通

じた消費拡大などを目指して、平成25年度に創設された制度です。所定の要件をク

リアする必要がありますが、給与等を増加させた場合に、増加分の10％相当額が法

人税額から控除（法人税額の10％〈中小企業者は20％〉が限度）されることになりま

す。この給与等は、所得の計算上、損金に算入されるもので、所得税法上の給与所得

に該当するものが対象となります。このため、毎月の給与のほか、賞与や残業手当、

現物給与などは対象となりますが、退職金や非課税の通勤手当は対象となりません。

　リサ　　所得拡大促進税制の適用を受けるには、どのような要件があるのですか。

サキ先生　大きく３つの要件があります。

１つ目は、雇用者給与等支給額が基準事業年度（平成25年４月１日以後に開始する

各事業年度のうち最も古い事業年度開始の日の前日を含む事業年度）と比較し、一

定割合以上増加していることです。リサさんの会社は資本金が1,000万円（中小企業

者）で、事業年度は４月１日から３月31日ですから、平成29年３月期に適用を受け

るのであれば平成25年３月期と比較して３％以上、平成30年３月期に受けるのであ

れば、同様に平成25年３月期と比較して３％以上増加している必要があります。２

つ目は、雇用者給与等支給額が適用事業年度の前事業年度以上であることです。平成

29年３月期に適用を受けるのであれば、給与等の支給額が平成28年３月期以上であ

る必要があります。３つ目は、平均給与等支給額が適用事業年度の前事業年度を超え

ていることです。

　リサ　　金額的な要件は分かりましたが、雇用者とはどのような方をいうのですか。

サキ先生　雇用者とは、国内の事業所に勤務する雇用者で賃金台帳に記載された方をいいます。

パートやアルバイトの方も含まれますが、役員や役員の親族などは除かれます。

ただし、先ほど説明した３つ目の要件の平均給与等支給額の計算においては、雇用者

に対する給与等ではなく、継続雇用者に対する給与等であることがポイントです。

　リサ　　継続雇用者に対する給与等とはどのようなものをいうのですか。

サキ先生　適用事業年度及びその前事業年度において給与等の支払を受けた国内雇用者に対する

給与等のうち、雇用保険の加入対象となる方（高年齢継続被保険者などは除く）に対

する給与等をいいます。したがって、例えば、適用事業年度に新規採用した方や、そ

の前事業年度に退職した方に支払った給与等は、平均給与等支給額の計算においては

対象となりませんので注意してください。

　リサ　　要件によって計算の対象となる給与等が違うのですね。集計する際は気を付けないと。
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正
会
員
入
会

㈱
Ｊ
Ｅ
Ｔ 

佐
々
木
真
樹　
石
巻
市
湊
字
立
石
一
二
〇

－

十
四

大
久
保
産
業
㈱ 

大
久
保
成
裕　

石
巻
市
中
野
字
牧
野
巣
前
十
六

㈱
福
田
興
業 

福
田　
　

茂　

石
巻
市
蛇
田
字
新
下
前
沼
七
六

－

二
〇

　

賛
助
会
員
入
会

清
水
俊
雄
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所 

清
水　

俊
雄　
石
巻
市
開
成
一

－

三
十
八  

開
成
事
務
所
２
Ｆ

ア
フ
ラ
ッ
ク
募
集
代
理
店　

須
田
保
険
事
務
所 

須
田
賢
一
郎　

石
巻
市
蛇
田
字
新
谷
地
前
一
〇
〇

－
十
五

　

他
、
企
業
情
報
の
公
開
を
希
望
さ
れ
な
い
１
社
様
に
も
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新 

規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介

《漢字を使ったクロスワード・パズル》
　今度の参院選は選挙権が18（十八）歳に引き下げられた最初の選挙です。そこ
で、十八の「八」の字の音読み（ハチ）と訓読み（ヤツ）をヒントにパズルを解いて
ください（タテ・ヨコのカギは順不同です）。

◇法人会アンケート調査システムへの新規○○○○にご協力ください
◇小魚やアサリなどを砂糖と醤油で甘辛く煮付けた食べ物
◇顔の○○○○から描き始める 
◇漢字で書くと「若干」です
◇○○○された大量の覚せい剤を発見
◇強い○○を感じた地域は津波に注意
◇ワニ、カメ、トカゲは○○○○類です
◇現金がないので○○○○○カードで買
　い物
◇俗に「フナから始まってフナで終わる」
　といわれていますね
◇自分で毎日きめてする仕事
◇○○が明けたら本格的な夏の到来

［作者略歴］
藤木順平（ふじき・じゅんぺい＝本名・藤田
順一）　フリーランスライター。

□解答を書いたクロスワードを切り取るか
またはコピーして、ハガキに貼って、住所・
氏名・連絡先をご記入いただき、法人会事
務局へお送り下さい。正解者の中から抽選
で３名の方にエスタの商品券1000円分を
プレゼントいたします。〆切は８月末日まで
とさせていただきます。

《ハガキ送り先》
〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
（公社）石巻法人会  クロスワード係

７月20日 ㈬
県青連 平成28年度県内部会員交流事業 16:00 サンシャインボウル（仙台市）
簿記実務講座（第4回） 18:00 石巻商工会議所3階

７月21日 ㈭
県連 第1回厚生委員会 15:00 新仙台ビルディング
簿記実務講座（第5回） 18:00 石巻商工会義所3階

７月22日 ㈮
女性部会第3回役員会 14:00 石巻ルネッサンス館
簿記実務講座（第6回） 18:00 石巻商工会義所3階

７月26日 ㈫ AIGJAPAN設立70周年記念式典 15:00 ウェスティンホテル仙台
７月27日 ㈬ 県連 第1回事業委員会 15:00 新仙台ビルディング
８月４日 ㈭ 県連 第1回広報委員会 15:00 新仙台ビルディング
８月５日 ㈮ 県連 第1回事務局職員研修会 13:00 新仙台ビルディング
８月９日 ㈫ 県連 第1回組織委員会 15:00 新仙台ビルディング
８月16日 ㈫ 第94回東松島市鳴瀬流灯花火大会協賛 20:00 鳴瀬大橋左岸河川敷
８月22日 ㈪ 平成28年度新設法人説明会 14:00 石巻ルネッサンス館
８月28日 ㈰ 河南桃生支部主催楽天イーグルス観戦バスツアー 16:00 楽天koboスタジアム宮城
８月31日 ㈬ 女川支部 税務研修会 14:30 女川町まちなか交流館
９月１日 ㈭ 県連 第2回厚生委員会 未定 未定

９月５日 ㈪
かほく支部 税務研修会 15:30 石巻かほく商工会本所
かほく支部 第2回役員会 未定 石巻かほく商工会本所

９月６日 ㈫
県連 役職員研修会 未定 未定
東松島支部 税務研修会 15:30 東松島市商工会館

９月８日 ㈭ 県青連 第3回部会長会議 未定 旭川市内

９月９日 ㈮
部会長サミット 9:00 旭川大雪アリーナ他
第30回全国青年の集い北海道大会 14:00 旭川大雪アリーナ他

９月15日 ㈭
第2回正副会長会議 未定 石巻グランドホテル
第2回理事会 16:30 石巻グランドホテル
福利厚生制度連絡協議会 未定 石巻グランドホテル

９月16日 ㈮
六県連福利厚生制度連絡協議会 未定 未定
第2回事務局長会議 未定 未定

９月21日 ㈬ 県連 第2回理事会 未定 未定

９月23日 ㈮
河南桃生支部税務研修会 15:30 河南桃生商工会桃生支所
河南桃生支部第2回役員会 未定 未定

９月24日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断 8:30 石巻ルネッサンス館
10月４日 ㈫ 総務管理講座（第1回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月６日 ㈭ 六県連東北地区事務局職員研修会 未定 未定
10月７日 ㈮ 総務管理講座（第2回） 15:00 石巻ルネッサンス館

10月12日 ㈬
総務管理講座（第3回） 15:00 石巻ルネッサンス館
県青連 部会長会議 未定 未定

10月14日 ㈮ 総務管理講座（第4回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月18日 ㈫ 総務管理講座（第5回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月20日 ㈭ 第33回法人会全国大会長崎大会 未定 長崎ブリックホール他
10月21日 ㈮ 総務管理講座（第6回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月25日 ㈫ 総務管理講座（第7回） 15:00 石巻ルネッサンス館
10月26日 ㈬ 県連 第2回広報委員会 未定 未定
10月27日 ㈭ 石巻法人会創立70周年記念式典 未定 石巻グランドホテル
11月２日 ㈬ 第34回親睦ゴルフ大会 未定 松島チサンカントリークラブ

11月８日 ㈫
六県連会長会議 未定 未定
六県連会長懇談会 未定 未定
六県連運営協議会 未定 未定

11月11日 ㈮
県青連 プロジェクト委員会 未定 未定
県青連第2回研修事業（担当：仙台中） 未定 未定

11月18日 ㈮ 県連 第2回総務委員会 未定 未定
11月19日 ㈯ 青年部会婚活事業koikon仮面舞踏会 19:00 石巻グランドホテル
11月26日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断 8:30 石巻ルネッサンス館

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。

http://www.i-houjinkai.jp
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